












 今回の調査（2020 年 3 月実施と 12 月実施共通）では、以下の項目を質問項目とした。ここでは
各種リスクに対して柔軟であり、かつ潜在因子の設定などが不必要であり平易な A. Sanayei, E. 
Bahmani のモデル[3]に従ってそれぞれの技術に対して次の項目について調べた。 
・Perceived usefulness 私の仕事や生活に利便性・新技術の発展へ期待するか否か 
・Perceived Behavioral Control 利用するか否かは自分で決める 
・Subjective norm 身近な人は自分が使用等を期待 ,社会は自分が使用等を期待するか否か 
・Perceived ease of use 使用は容易か否か 
・Health risk 摂取等が不安 ,健康に悪い,人間が怠惰になるか否か 
・Social risk ふれあい減少 ,進歩速すぎ,人間の仕事が奪われるか否か 
・Global risk 地球温暖化 ,資源等の無駄遣い,自然を感じないか否か 
・Ethical risk 倫理的側面が不安 ,プライバシー侵害 ,責任の所在が不明瞭か否か 
・Security risk 犯罪の増加 ,複雑なシステムが不安 ,情報が氾濫するか否か 
・Attitude 社会的に好ましい技術か否か 
・Intention 利用を積極的に受け入れられるか否か 
「十分に情報が提供されているか否か」は 2020 年 12 月調査のみ訊いている。 
 
 具体的な調査設計は以下のとおり： 
1) 回収数は 2020 年 3 月調査では 1 社で N = 1,500、2020 年 12 月調査では 2 社で N = 3,000 
2) 回答者対象年齢は 15－69 歳 
3) サンプリングの層化として、男女同数、10 代から 60 代まで各年代で同数と設定  
4） 調査実査時期は 2020 年 3 月調査で 2020 年 3 月 16 日から 3 月 17 日まで。2020年 12 月調
査で 2020 年 12 月 4 日から 12 月 9 日まで。 
5) 2020 年 3 月調査では技術の受容性に関して、外部リンク先などを用いた当該技術の説明文を





な国民意識指標の変化（2020 年 3 月調査） と共に 





















概要図表 1 あなたは、科学技術に関するニュースや話題に関心がありますか 




概要図表 2 あなたは、科学者の話は信頼できると思いますか 
の性別の平均値の時間変化（出典 :Fig.3-2 再掲） 
 
（2）新技術に対する受容性の説明文等の解析（2020 年 12 月調査） 
 2020 年 12 月調査では、各技術の受容性は次のとおりとなる。 
 






概要図表 4 技術毎の受容度(説明文あり)（2020 年 12 月調査、出典：Fig.4-2 再掲） 
 
























概要図表 8 技術毎（自動運転）を受容するために必要なこと（2020 年 12 月調査、出典：Fig.4-15
再掲） 
 

















か（2020 年 12 月調査、出典：Fig.4-48 再掲） 
 
説明文がない場合に比べて、説明文がある場合の因果効果  


















































































































































































































本モデル」（概要図表 13, 概要図表 14）では、各リスクから統計的に有意ではない質問が多く、ま
た、指標を見ても最適とは言い難いモデルとなっている。 
そこで、BIC（ベイズ情報量基準）という評価指標を用いて、最適化を図る。5％有意性水準（†）





























 間接効果数  直接効果数  
自動運転 4 5 
農薬 3 3 
遺伝子組み換え食品・ゲノム編集食品  4 4 
携帯電話５Ｇ 3 4 
ゲノム医療 5 1 
ナノテクノロジー 7 3 
水素エネルギー 4 0 
小型モジュール原子炉 6 1 
ＩＣタグ 5 1 
量子技術 5 2 
仮想通貨 1 5 
 概要図表 17 各新技術の最適モデルにおけるリスクの間接効果・直接効果数による分類  
（2020 年 3 月調査、出典：Fig.5-48 再掲） 
 間接効果数  直接効果数  
携帯電話５Ｇ 6 4 
ナノテクノロジー 9 5 
自動運転 6 2 
農薬 5 2 
遺伝子組み換え食品・ゲノム編集食品  7 3 
ゲノム医療 7 1 
水素エネルギー 7 1 
小型モジュール原子炉 6 1 
ＩＣタグ 4 2 
量子技術 6 3 
仮想通貨 3 5 
 概要図表 18 各新技術の最適モデルにおけるリスクの間接効果・直接効果数による分類  




数を考慮すると、概要図表 17 及び概要図表 18 となる。 





近ではない技術となっていると考えられる。この傾向は 2020 年 12 月調査でも見られるが、全体
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 不安度(%) 切迫度(%) 計(%) 
自動運転  20.6  11.6  32.2  
ゲノム医療  20.1  14.1  34.2  
ナノテクノロジー 23.5  11.9  35.4  
携帯電話（５Ｇ） 26.6  9.9  36.5  
ＩＣタグ 25.5  12.3  37.8  
農薬  21.7  14.3  36.0  
遺伝子組み換え食品  
ゲノム編集食品  
21.8  11.7  33.5  
水素エネルギー 27.6  9.2  36.8  
仮想通貨  22.0  16.3  38.3  
小型モジュール炉  20.0  12.8  32.8  
量子技術  19.4  13.7  33.1  
概要図表 21 各新技術の対応分析の結果、寄与率の計（累積寄与率）の算出（2020 年 3 月調
査、出典：Fig.6-23 再掲） 
 不安度(%) 切迫度(%) 計(%) 
自動運転  20.6  12.7  33.3  
ゲノム医療  18.4  14.6  33.0  
ナノテクノロジー 21.7  11.7  33.4  
携帯電話５Ｇ 26.2  9.1  35.3  
ＩＣタグ 24.0  11.9  35.9  
農薬  20.5  13.9  34.4  
遺伝子組み換え食品ゲノム
編集食品  
19.5  13.1  32.6  
水素エネルギー 26.3  9.3  35.6  
仮想通貨  20.8  15.8  36.6  
小型モジュール原子炉  19.1  12.1  31.2  
量子技術  18.0  13.1  31.1  
概要図表 22 各新技術の対応分析の結果、寄与率の計（累積寄与率）の算出（2020 年 12 月調
査、出典：Fig.6-24 再掲） 
 
 対応分析の結果、寄与率の計（累積寄与率）の算出の結果を見ると概要図表 21 及び概要図表
22 となり、対応分析によってデータの 30％～40％ほどが説明されていることが分かる。通常の累




 なお、ちなみに概要図表 23 と概要図表 25 などから投入変数を頻出変数に減らして対応分析を
行っても、累積寄与率は 40％程度にとどまり、大幅な改善は見られなかったことを付記する。 
 
対応分析の結果の象限分析を踏まえて、概要図表 23 及び概要図表 24 から、「身近な人（上
司、家族など）は自分が当該技術を使用活用することを期待している」（2020 年 3 月調査：11 個
/11 個 ,2020 年 12 月調査：10 個/11 個）、や「社会は当該技術を自分が使用活用することを期待
している」(2020 年 3 月調査：11 個/11 個 ,2020 年 12 月調査 :11 個/11 個)、はほぼ全ての新技術
において「不安でもなく、切迫もしていない」変数となっている。次いで、「当該技術を使用すること
は容易である」（2020 年 3 月調査：8 個/11 個 ,2020 年 12 月調査：7 個/11 個）、「当該技術の利
用を積極的に受け入れる」(2020 年 3 月調査：7 個/11 個 ,2020 年 12 月調査：6 個/11 個)で多く
なっており、これらは「不安でもなく、切迫もしていない」変数となっている。 
 
逆に、「不安であり、切迫もしている」変数を調べると、概要図表 25 及び概要図表 26 となり、
「当該技術の進歩が速すぎて自分がそれについていけなくなる」（2020 年 3 月調査：10 個/11
個 ,2020 年 12 月調査：9 個/11 個）や「当該技術は倫理的側面が不安である」（2020 年 3 月調
査：10 個/11 個 ,2020 年 12 月調査：8 個/11 個）、「当該技術の責任の所在が明らかでない」
（2020 年 3 月調査：10 個/11 個 ,2020 年 12 月調査：8 個/11 個）、「当該技術の情報が氾濫しど
れを信じればよいかわかりにくい」(2020 年 3 月調査：9 個/11 個 ,2020 年 12 月調査：7 個/11
個) 、「当該技術の摂取・接触・利用が不安である」(2020 年 3 月調査：8 個/11 個 ,2020 年 12 月
調査：8 個/11 個), 「当該技術の複雑なシステムが不安である」（2020 年 3 月調査：8 個/11
個 ,2020 年 12 月調査：7 個/11 個）などの頻度が高くなっている。 


















































































自動運転 〇   〇 〇 〇   〇 
ゲノム医療 〇   〇 〇   〇 〇 
ナノテクノ
ロジー 
〇   〇 〇 〇     
携帯電話５
Ｇ 
〇   〇 〇 〇   〇 
ＩＣタグ     〇 〇 〇   〇 





    〇 〇   〇 〇 
水素エネル
ギー 
〇   〇 〇 〇     
仮想通貨 〇   〇 〇 〇 〇 〇 
小型モジュ
ール炉     
〇 〇 〇     
量子技術   〇 〇 〇 〇     
概要図表 23 各新技術の対応分析において「不安でもなく、切迫もしていない」変数の一覧  





















































自動運転      〇 〇 〇 〇   〇 
ゲノム医療  〇 〇 〇 〇     〇 〇 
ナノテクノロジ
ー 
    〇 〇 〇 〇     
携帯電話５Ｇ     〇 〇 〇 〇     
ＩＣタグ     〇 〇 〇 〇     




    〇 〇 〇     〇 
水素エネルギ
ー 
    〇 〇 〇 〇     
仮想通貨  〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 
小型モジュー
ル原子炉  
〇 〇   〇     〇 〇 
量子技術    〇 〇 〇 〇 〇     
 
概要図表 24 各新技術の対応分析において「不安でもなく、切迫もしていない」変数の一覧  







概要図表 25 各新技術の対応分析において「不安であり、切迫もしている」変数の一覧（2020 年



































水素エネルギー 〇 〇 〇
仮想通貨 〇























自動運転 〇 〇 〇 〇
ゲノム医療 〇 〇 〇 〇 〇
ナノテクノロジー 〇 〇 〇 〇 〇 〇
携帯電話５Ｇ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ＩＣタグ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農薬 〇 〇 〇
遺伝子組み換え食
品・ゲノム編集食品
〇 〇 〇 〇
水素エネルギー 〇 〇 〇
仮想通貨 〇 〇 〇
小型モジュール炉 〇 〇 〇 〇






































自動運転  〇   〇 〇 〇     
ゲノム医療    〇   〇       
ナノテクノロジー 〇     〇       
携帯電話５Ｇ 〇     〇       
ＩＣタグ 〇     〇       
農薬  〇 〇       〇   
遺伝子組み換え食品・ゲノム
編集食品  
〇 〇   〇       
水素エネルギー 〇     〇       
仮想通貨        〇       
小型モジュール原子炉            〇 〇 
量子技術  〇     〇       

































自動運転    〇     〇 〇 〇 
ゲノム医療      〇   〇     
ナノテクノロジー   〇 〇 〇 〇 〇 〇 
携帯電話５Ｇ     〇 〇 〇 〇 〇 
ＩＣタグ   〇 〇 〇 〇 〇 〇 
農薬  〇 〇 
  
〇       
遺伝子組み換え食品・ゲノム
編集食品  
  〇   〇   〇 〇 
水素エネルギー   〇   〇   
〇  
〇 
仮想通貨    〇 〇 〇       
小型モジュール原子炉  〇       〇     
量子技術    〇 〇 〇 〇 〇 〇 
概要図表 26 各新技術の対応分析において「不安であり、切迫もしている」変数の一覧（2020 年
12 月調査、出典：Fig.6-28 再掲） 
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